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・東日本大震災後の復旧・復興期には，避難所運営などに始まり，被災者支援 , コミュニティ，
　商店街再生などで市民活動が活発化し，地域を引っ張るリーダー人材が生まれました。
・復興支援のため，市外から本市に入り活動した企業やＮＰＯ，ボランティア，移住者は，
　地域社会に刺激を与え，触発された地元の，特に若い世代や企業人がまちの課題や自ら
　のミッションに基づく活動を始めています。
・一方で自治会・振興会においては，各種活動への参加者の固定化や，役員の担い手とな
　る人材が不足している状況です。
・「人から始まる地方創生」を目指し，様々な人材育成プロジェクトを行っています。
・基幹産業である水産関連分野だけでなく，広く産業の創造的復興を目指すため，「東北
　未来創造イニシアティブ」の協力により，平成 25 年度から 28 年度まで人材育成道場「経
　営未来塾」が運営され，産業人材の育成に取り組み，平成 29 年度は「経営人材育成塾」
　を開講しています。
・「ぬま塾」，「ぬま大学」，「アクティブ・ウーマンズ・カレッジ」，「アクティブコミュニティ大学」
　など，多様な世代・セクターにおけるまちづくりやコミュニティの担い手育成に取り組
　んでいます。
・幼・小・中学校においては，ＥＳＤを標榜し，気仙沼高校においてはＳＧＨの指定により，
　学生時代から地域と関わる総合学習が行われていますが，高校卒業とともに，就職や進
　学を理由に若者が市外へ転出し，その多くが戻ってこない状況にあり，将来の産業やま
　ちづくりの担い手不足が懸念されています。
・高校時代から気仙沼に愛着を持ち，将来のまちづくりの担い手の育成を目指すため，Ｎ
　ＰＯ等の協力により，「気仙沼の高校生マイプロジェクトアワード」を行っています。
・震災後のまちが活性化するためには，各分野においてオーナーシップ，リーダーシップ
　を持って周りを巻き込み，課題解決に向け先導する多くの人材が必要です。
・更なる地域活性化のためには，次代を見据えた産業人材と，まちづくりの担い手を継続
　的に育成し，それを基礎として交流・議論・対話する機会を作るとともに，具体的な実
　践活動のサポートが必要です。
・これまでも市民，産業界のまちづくりに関する活動は行われてきましたが，その活動は
　創発的で，ベクトルを合わせていくことでより大きな流れとなることが期待されます。
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・一方，行政が作る計画は，方向性は謳うものの，行政だけでの実現には限界があり，そ
　の意図が民間の現場やプレーヤーに十分には伝わっていません。
・１人でも多くのリーダーシップを持った市民がまちの方向性をすり合わせた上で活動す
　ることにより，一体感のあるまちづくりが可能となり，その仕組みづくりが必要です。
・地域課題の解決に向け，ワークショップや勉強会など様々な対話や議論の機会が設けら
　れているものの，参加するメンバーが固定化しています。
・行政が計画を策定しても市全体として認知されず，一方で民間・市民の側もそれぞれが
　ばらばらに活動し連携が取れていません。
・市民や地域・事業者が協働する統括的な枠組み，体系が必要です。
・気仙沼まち大学構想において，様々な人が集い，対話し，協働する空間として気仙沼ま
　ち大学運営協議会が「□ ship」を開設しています。
・「□ ship」のみならず多くの人材を巻き込み対話と共創の場及び機会を作ることが必
　要です。

	Z�/�•�&�A�‰���q�f�z�°�R
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　自ら学び，行動する人材を育成するプログラムをはじめとした学びの機会を作り，提供
するとともに，その学びを基礎とし，市民が集い，議論し，共創・協働を行うプラットフォー
ム※１を創出し，まちの進むべき方向を合わせながら様々な活動が展開される仕組みを作
ります。

・女性・若者も含めた様々なセクターの市民は，地域の課題や世の中の動きに関心を持ち，
　地域を知ることを通して，地域課題と向き合い，地域の人々と交わる機会に参加します。
・地域課題に関心のある市民は，集い，テーマについて学び，議論を行い，主体的にま
　ちづくりに関わり行動します。
・地域の課題に関心を持ち，学びを経て，実践・実行に努めます。

・地域は，各界・各年代のコミュニケーションの場を設け，地域課題を発見し，課題解
　決に向けたまちづくりの担い手を育てます。
・事業者は，既存事業の生産性向上や経営改善，新領域へのチャレンジに努め，地域の
　経済活性化に寄与します。
・まちづくり団体などは，多様な人材が情報交換し，コミュニケーションによりまちの
　課題を知り成長し合える「まちづくりカフェ」などの場を企画・運営します。
・事業経営者は，常にリーダーシップやマーケティング等に基づく戦略的思考，経営計
　画などに関心を持ち，より良い経営者となります。
・社会課題に着目したり，地域資源を追求した新たな市場や経済を創出する地域の起業
　家（「ローカルベンチャー」）などを支援します。
・市内の企業，NPO法人等は，地域の課題に関心を持ちテーマについて学び，議論や
　行動に参加します。
・気仙沼まち大学運営協議会は，まちづくりの主要テーマに関して学び , 議論するプロ
　セスデザインを行います。
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� を図り，自治会，まちづくり協議会 ,NPO等との協働の
　仕組みや全体の体系を整理し，市民が主役のまちづくりを進めます。
・気仙沼まち大学構想の中に位置付けられる「ぬま大学」，「アクティブ・ウーマンズ・
　カレッジ」などの各種人材育成事業については，「大学」，「カレッジ」という名称の
　見直しを行うなど，まち大学構想の伝え方を工夫していきます。

※１プラットフォーム　土台・基盤のことをいいます。

・行政及び民間が行う人材育成プログラムの全体コーディネートを行うプラットフォー
　ム体制（気仙沼まち大学運営協議会事務局を中心として）を形成し，起業家やコミュ
　ニティリーダー等の育成に係る調整活動や人材育成プログラムを展開します。
・「□ ship」を中心として，多様な人材が情報交換し，コミュニケーションにより気づ
　き成長し合える�0�é�q�ž
Ñ�w�®	Ô�¯ の企画を行います。

・「経営人材育成塾」など，リーダーシップや戦略的思考，経営計画に関するプログラ
　ムなどにより，�&�æ
��P�w�
R を図ります。
・社会課題に着目したり，地域資源を追求した新たな市場や経済を創出する起業家（「ロー
　カルベンチャー」）などを支援します。

・「ぬま塾」など意欲のある若い世代が交流 , 議論する機会を設けるとともに，「ぬま大学」
　などにより実践に向けた活動をサポートし，�‡�j�n�X�“�t�S�Z�”	��M�r�M	��w�
R を
　図ります。
・10代から40代の女性を対象に，前向きな行動意欲を持った人材の育成を目的とした「ア
　クティブ・ウーマンズ・カレッジ」を開催します。
・50・60 代の経験を活かし地域で活躍する人材の育成を目的とした「アクティブコミュ
　ニティ大学」を開催し，「アクティブ・ウーマンズ・カレッジ」とともに，地域コミュ
　ニティの担い手の育成を図ります。
・「気仙沼の高校生マイプロジェクトアワード」などを通し，将来のまちづくりの担い
　手の育成を図ります。
・地域を知ることを通して地域課題と向き合い，地域の人々と交わる機会を作ります。
・全国・全世界の動きや考え方，情報を地域の人々に提供する機会を作ります。
・気仙沼まち大学構想における主な共通テーマの設定やその方向性を議論する協議会
　（ボード）を設定・運営します。
・�¶�|�w�;�q�›���™ するほか，議論の際に必要な情報を学びの場や議論の場に提示します。
・�Ñ�•�³�æ�Â�”�»�”�w�
R を図ります。
・議論の中で出てきたプロジェクトについて，市の施策に照らした上で実行を後押しし，
　その実現を図ります。
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・市民一人一人が取り組み，目指すべきまちとして市民憲章を定めています。
・本計画やまち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に当たっては，地域と行政とが共に目
　指す「地域社会全体の計画」となるよう，市民を中心として行政職員も参加するワーク
　ショップを起点とした計画づくりを行いました。
・人口減少や少子高齢化の進行，情報通信技術の発達などにより，市民の価値観や生活ス
　タイルは大きく変化し，社会ニーズが多様化しています。
・多様化した社会ニーズに応えるためには，行政のほか市民，自治組織，ＮＰＯ等の団体
　の協力，参画が必要です。
・震災を機に，被災地域におけるコミュニティの形成や，地域住民等の主体的な復興まち
　づくりの推進を目的としたまちづくり協議会が被災地域を中心として各地区に結成され，
　まちづくりや地域課題の解決に向け活動しています。
・震災後，市外から移住してきた若者を中心に市内の若者を巻き込んだまちづくり活動等
　を行うNPOや市民団体の活動が活発化しています。
・震災からの復興と市民のニーズに対応し地域の活性化を図っていくためには，市民・地域・
　行政がそれぞれの特性を活かし，共に取り組むまちづくりが求められています。
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　市民，自治会・まちづくり協議会・ＮＰＯ等の団体，行政が相互にその特性を活かし，
地域の課題解決や活性化に取り組む協働のまちづくりを進めます。

・市民憲章に掲げるまちづくりを心掛けます。
・自分の住んでいる地域に関心を持ち，地域の課題を「自分ゴト」として考え，主体的
　にまちづくりに参加するよう努めます。

・自治会やまちづくり協議会は，地域の課題と住民のニーズを把握し，課題の解決や地
　域の活性化に向けて，自らできることに積極的に取り組むよう努めます。
・事業者，ＮＰＯ等団体は，地域が行うまちづくり活動への参加や協力に努めます。
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・市民憲章に掲げるまちづくりを進めるため，気仙沼市民憲章推進委員協議会と連携し
　て写真コンクールの実施やカレンダーの製作などに加え，新たな手法を模索しながら
　市民憲章の普及・啓発に取り組みます。
・本計画や震災復興計画，まち・ひと・しごと創生総合戦略，新市建設計画，新市基本
　計画等で掲げた将来像等の実現に向けては，�¢�½�•�¢�Ž�w�è�›�è�`�h�èª���g�›�æ�M

　ながら，� �‡�t�‘�”�‡�j�n�X�“ に取り組みます。
・まちづくり協議会の設立や運営に関する相談のほか，復興まちづくり協議会運営費補
　助金を交付し，まちづくり協議会の活動を支援します。
・地域の調査・点検を実施し課題解決の方策を検討するために地域活性化支援員をまち
　づくり協議会に配置します。
・まちづくり協議会等におけるまちづくり活動の充実のために学びの場を提供します。
・まちづくりの議論を活発化させるとともに，意見を整理し，公平な議論を円滑に進め
　る調整等を担うファシリテーターの養成講座を開催します。
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・公民館は，社会教育法の規定に基づき設置された，地域にとって身近な公共施設であり，
　地域住民の学習拠点施設として各種講座等が行われ, 地域住民の集いの場となっています。 
・市民の価値観やニーズが多様化しており，それに合わせた公民館の運営を行っていくこ
　とが必要です。
・公民館の指定管理による地域運営化を進めてきましたが，現在，指定管理となっている
　のは松岩公民館と面瀬公民館（面瀬地域ふれあいセンター）の２施設です。
・震災からの復旧・復興を契機に，市内各地域に住民が主体的に将来を見据え地域の課題
　解決や活性化を目指し，まちづくり協議会などを組織して活動を行っていますが，活動
　の拠点の確保が課題となっています。
・公民館は，地域の住民や団体との協働によるまちづくりを進めるに当たり，住民等の活
　動拠点にもなり得る施設です。
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　公民館を地域のニーズに合った機能を備え，市民に開放された施設とし，地域コミュニ
ティ活動の活発化を推進します。
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・積極的に公民館を利用して様々な活動を行います。
・自分が求める公民館施設の運営や機能を考え，地域や行政に対して意見を述べます。

・地域住民が求める施設の機能や運営方法などを整理し，�¬�½���w���;�ó�=�~�‡�j�n�X

�y�“�·�ï�»�”�=�t�²�Z�o�|�•�¬�•�¢�½�‚�.�s�q�q�‹�t�U�| します。

・公民館を利用し活発なコミュニティ活動に努めます。
・地域のニーズに合った公民館施設の機能や運営方法などの意見の集約に努め，施設の
　運営への参画について検討します。
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※１まちづくりセンター　　 生涯学習の拠点である公民館の機能に地域づくりの拠点としての機能を加えて
生涯学習と地域づくりを一体化し，地域の特性を活かしながら地域が主体的に
運営する施設。

	��s	�
Ê���� �¢�¢�½ � �•�¬�~�Ä�À	� � �æ
S�£



25

�,
�Š
�ª
�f��

�í��
�0
�é
�~
�ž

Ñ
�~
� 
�‡

3

�§�Â�°�æ�”���y�y�y	�
Ê�t�‘�l�o�~
³�p�V�”
:�‹�èª

�q	Ý�~�]�J

�†���•�¬�¯�Û�á�Ç�Â�Ÿ�w���;�ó�=�w
*
�

・人口減少と少子高齢化が進展により人口構成が著しく変化し，高齢者人口，特に75歳　　
　以上の後期高齢者の割合が増えており，見守りなどの地域の支えが必要です。
・人口減少と少子高齢化は , 中山間地域などでは生活の利便性確保に支障を来たしつつあ
　り，行政だけではなく地域が一体となって，その対応に取り組まなければならない状況
　にあります。
・全国では，人口減少の著しい地域において，小学校や公民館の範囲を単位とした地域コ
　ミュニティが公共の一部や失われた商業機能を担うなど多機能な活動を行い，地域生活
　の維持に取り組んでいる例があります。
�ª�f�w�M�²
Q

	��s�¦ª

　公共の担い手として多機能な自治運営を行う地域コミュニティの形成を推進し，地域の
維持，活性化を目指します。
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・子どもから高齢者まで幅広い世代の方が自分の住んでいる地域について関心を持ち，
　地域の現状を知ることに努め，課題を「自分ゴト」として捉えます。
・地域の課題解決や活性化に向けた地域の取組に参加します。
・地域の課題解決などに向けて，地域コミュニティが新たな機能を加え活動している事
　例などを紹介する研修会に参加します。

・人口構成分布や家族構成等は，市内各行政区単位でも著しい差異が見られることから，
　行政データを地域毎に細分化し多角的な分析を行い，地域施策に反映させ，地域にあ
　る資源や特性を活かしたまちづくりを地域とともに進めます。
・研修会の開催や事例の紹介などの学びの場を提供しながら，公共の一部を担うなど地
　域コミュニティが多機能な活動に向けて取り組む機運の醸成を図るとともに，取り組
　む地域に対して積極的な支援を行います。

・住民自治組織などの団体は，現在の活動を点検して住民のニーズに合った活動に努めます。
・地域にある資源や特性，課題の把握に努めます。
・地域課題の調査等を行う地域活性化支援員制度の活用を検討します。
・地域の課題解決に向けた先進事例を学び，地域に合った形で実践します。
・住民自治組織を中心に，消防，防犯，社会福祉に関する団体など地域の様々な団体が
　結集して公共の一部を担うなど，多機能な自治運営を行うコミュニティを形成し，地
　域の課題解決や活性化に向けて取り組むことに努めます。
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・少子高齢化，環境，教育及びコミュニティなど，地域や社会における課題の多様化や複　　
　雑化への対応を背景として，行政が全ての課題に対応することが困難になっています。
・行政だけが課題解決の担い手になるのではなく，地域住民自らが当事者意識を持ち，ビ
　ジネスとしての事業性を確保しながら，課題解決に取り組むコミュニティビジネスや
　ソーシャルビジネスが注目を集めており，全国的にもその取組が広がっています。
・コミュニティビジネスは地域の課題をビジネスの手法で取り組む事業，ソーシャルビジ
　ネスは地域を超えた課題を同様にビジネスの手法で取り組む事業として位置付けられて
　おり，いずれも地域社会の課題解決に向けて，住民，ＮＰＯ，企業等の様々な主体が取
　り組むものです。
・今後の地域づくりを進めるに当たっては，行政として，公共サービスを提供することに
　併せて，地域づくりに取り組む市民や事業者の力がより発揮しやすい環境づくりが求め
　られています。
・市民や事業者自らが地域課題解決の担い手となることで，地域経済の活性化及び雇用の
　創出に寄与することが期待されています。
・コミュニティビジネスやソーシャルビジネスは，事業活動による採算性が低いことも多
　く，起業・創業や事業継続性が課題となる場合もあることから，行政や地域の団体が，
　これらの活動を継続的に支援していく取組が求められています。
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　地域や社会における課題を解決するため，コミュニティビジネスやソーシャルビジネス
を担う事業者の起業を促進・支援し，併せて雇用の創出を図ります。
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・地域や社会の課題を的確に捉え，ビジネスとしての解決を目指します。

・課題解決を目指す事業者に対し，コミュニティビジネスやソーシャルビジネスの事例
　を紹介することにより，起業化や新たな事業展開を支援します。
・ビジネスの手法を活用し，地域や社会の課題解決と新たな雇用の創出を目指す事業者
　の取組に対し，創業支援事業等を通して支援します。
・コミュニティビジネスやソーシャルビジネスを担う事業者間の交流機会を設け，ネッ
　トワーク化を進めながら，事業者相互の情報交流，事業の効率化，サービスの向上な
　どが図られるよう支援します。

・地域や社会の課題を的確に捉え，ビジネスとしての解決を目指します。
・地域課題をビジネスチャンスとして捉え，事業者としての経験やノウハウを活かし，
　事業化に取り組みます。
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・本市では「男女共同参画都市宣言」や「気仙沼市男女共同参画推進条例」を定めるとともに，
　男女共同参画基本計画を策定し，男女共同参画社会の普及，啓発に取り組んできました。
・性別による役割分担意識やそれに起因する社会慣行等が，男女がその能力を充分に発揮
　する機会の阻害要因となっています。
・性差に関する慣行等は依然として根強く，男女共同参画の理念が市全域に浸透している
　とは言えない状況です。
・人口減少社会にある現代において，社会全体において女性の参画が拡大し，男性も女性
　もその個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会が実現することは，社会の多様
　性と活力を高める観点から極めて重要です。
・国においても，「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（女性活躍推進法）
　を制定し，女性の活躍に向けた取組を拡大するなど，男女共同参画社会の実現に向けた
　様々な施策が展開されています。
・東日本大震災の経験と教訓を踏まえ，防災分野への男女共同参画の視点と女性の参画が
　一層必要です。
・東日本大震災発災後，生活環境の変化や生活不安などの影響によるストレスの高まりな
　どから，ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）※１被害が増加する傾向にあります。
・ＤＶは，人権に関わる重大な問題として，正しい認識とその根絶に向けた啓発活動の推
　進とともに，被害者救済体制の充実が求められています。
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　男性も女性も，自らの意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる男女共同参画社会の実現
を目指します。

���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� �� ������

	•
Q

�‰
Q


¶�.

������ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

�¿�‰�•���������¢��
R �����£�å�>
‹	ª�¢�‰	•�ž�‰�€�h�t���b�”�¢�½�™�Ý�Ð�*



29

�,
�Š
�ª
�f��

�í��
�0
�é
�~
�ž

Ñ
�~
� 
�‡

3

	��s�¦ª

�¦ª�ò�è �q	Ý �èª ���������¢�)�����£

	ù�^�q�s�•�»�•�w	•
Q�w�J�;

�®�H�	�•	ì	Ô�p�‰	•�U���s�t
�s�l�o�M�”�¯�q�¥�O
��w�Â�ù

���������Ë
�¢��
R ���� �å �� �D �� �Ô�£

���������Ë
�¢��
R�����å�S�¢�½�™�Ý�Ð�*�£

���������Ë�Ž	Í

���������Ë�Ž	Í

	��s	�
Ê �¢�¢�½ � �•�¬�~�Ä�À	� � �æ
S�£

・男女が対等なパートナーとして互いの人権を尊重します。
・固定的な性別役割分担に捉われず，男女が共に担うという自覚を持ちます。
・男女共に様々な情報や機会を活用して必要な職業能力の開発・向上に努めます。
・男女共に男女共同参画社会やＤＶに関する講座，研修会に参加します。

・自治組織等団体は，男女バランスを考えた役員構成に努めます。
・事業者は，従業員の子育てや親の介護等に配慮します。
・事業者は，従業員を男女問わず能力等によって職責を与え処遇します。
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・人権の尊重や男女平等意識の浸透を図るため，講座の開催など普及啓発に取り組みます。
・男女が共に職業生活と家庭・地域生活を両立できるよう，研修会の開催やパンルレッ
　トの配布などを通して，ワーク・ライフ・バランス※２を推進します。
・女性の社会参画拡大のための人材育成を目的とした事業�®�ž�«�Â�Ÿ�Ò�~�¢�”�Ú�ï�¶�~

�y�§�è�¿�´�¯ や女性の能力開発，向上に関する講座などを実施します。

・ＤＶに関する正しい認識とその根絶に向け，研修会の開催など啓発活動を行います。
・常設の�®���+
ï�ù
ì�Š�?�é�¯ や�®���+�s�w�ð�ˆ�Ø
€
ì�Š�¯�w���8�‰�5�t�‘�“ ，一人一
　人の実情に配慮した相談対応を行い，警察・県・関係団体と連携して被害者の救済と
　自立支援に取り組みます。
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※１ドメスティック・バイオレンス（DV）　　 �‰	•�ž�‰�€�h�N�¢
•�t 　　
�>
‹	ª�¢�x�|�‰	•�U�þ�q�w�K�’�•�”ü�ú�t�S�M�o�|�‰

	•���s�w�,�Š�g�æ�t�,�n�V�|�“�M�t��	O�`�ù�M�|�ž�t

�²	Í�b�”�|�[�T�p�O�”�S�M�w�K�”�•�¬�þ�q�›�m�X�”�h

�Š�|�\�\�t�‰	•�ž�‰�€�h�N�¢�›
•�t�`�‡�b�{

�h�U�M�t�y�{�q�“�w�y
����q�`�o

�x
Q�›�y�Ý�Š�ù�M

�‘�–�\�|�‹�y
y�Ú�‹�y�˜�T�j�ù�O�‡�j

	ì	Ô�t�y�•�¬�t�y�H�	�t

	•�q�‰�¢�{�q���q���{�q�£�U�€�h�p�V�”�‡�j

�æ�ž�µ�wé�q�q�‹�t�y�Í�E�•

�^�^�Q�K�O	ú�›�y�m�s�[�‘�O

�y��
R ���� �å���� �D ���� �Ô�y�^�>�y�y�y�y�y�y�>
‹	ª�¢

※２ワーク・ライフ・バランス　　

配偶者や恋人など親密な関係にある者，又
はあった者から振るわれる暴力

老若男女誰もが，やりがいや充実感を感じ
ながら働き，仕事上の責任を果たすととも
に，家庭や地域生活などにおいても，子育
て期，中高年期といった人生の各段階に応
じて多様な生き方が選択・実現できる社会
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